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器的に有意な異常所見は全体の58％で認め，そ
れぞれ周術期管理が必要・延期・中止等の対応
が施されたことがわかった．手術前の心臓超音
波検査が患者，臨床にとって有益であることを
改めて認識する結果となったため，その詳細を
報告する．

20． 血液製剤の適正使用に向けた取り組み
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【はじめに】
　当院では，H30年に輸血療法委員会の下部組
織として輸血対策プロジェクトチーム（以下輸
血チーム）を立ち上げ，血液製剤の使用指針に
準じた適正使用を推進してきた．その取り組み
の一つとしてR 2年 4月より輸血前に検査技師
から医師への疑義照会を開始した．
【取り組み】
　RBC，PCを対象とし，これまでの症例検討
の結果からRBC輸血はHb 7 g/dL，PC輸血は
Plt 2 万/μLを基準と設定し，基準を超えた
オーダーがあれば医師へ疑義照会を行い，病態
に応じて輸血が適切かどうかを確認した．
　電子カルテに輸血理由の記載があり連絡不要
と判断した場合は記録のみ残すこととした．
【結果】
　査定件数はR 3年度（ 1月時点）とR 1年度
と比較しRBCは84%，PCは62%減少した．

【考察】
　疑義照会基準の統一，輸血チームの存在が疑
義照会のしやすさにつながった．
　疑義照会件数，査定件数が減少していること
から血液製剤の適正使用が院内に広がっている
と考えられる．

21． 当院における造血器腫瘍のリハビリの現状

と今後の課題
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  　田中　正道
　地域がん診療連携拠点病院の中で，がんのリ
ハビリの役割は大きくなっており，がんリハビ
リ件数は，年々増加している．その中でも，血
液内科からの依頼件数は，ここ 5年で約 2倍に
増加している．がんのリハビリガイドラインで
は，化学療法・放射線治療中，その後の患者さ
んに対して運動療法を行うと身体活動性や身体
機能，QOL，倦怠感という，いずれの症状の
改善も見込めるということが，高い推奨レベル
となっている．また，身体機能を改善すること
で治療選択肢が広がったり，生存期間が延長し
たりという可能性についても示唆されている．
今回，より効果的なリハビリを提供することを
目的として，造血器腫瘍のリハビリの現状調査
を行った．
　がんリハビリの現状と今後の課題について若
干の考察を加え報告する．

22． 教職員の働きやすい職場環境をめざした取

り組み
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